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1. はじめに 
現在、我々は一年次学生を対象にした「情報処理」

講義において、主に表計算ソフトウエア(Excel)の利用を

中心とした実習を行っている。実習では E-Learning シ

ステムである WebClass(1)を用いて教材の提示及びレポ

ートの収集を行っているが、医学科・保健学科合計で

約 230 名の学生が受講しており、毎回必修課題として

提出するレポートファイルの数はかなりの量になる。

これらのレポートの確認作業はこれまで手作業で行っ

てきたが多くの手間と時間を要していた。本稿では、

Excelファイルとして提出されたレポートの内容を分析

し、模範解答のテンプレートとマッチングさせること

によって、レポートファイルの内容の分析評価をある

程度自動化するためのシステムの構築の試みについて

述べる。 
 
2. 「情報処理」講義の概要 
「情報処理」は、秋田大学医学部医学科及び保健

学科の一年次を対象に、前期（4月～8月）に開講し

ている基礎教育科目である。講義内容は主に表計算

ソフトウエア、インターネット利用上の諸問題、簡

単なプログラミング、レポート作成総合演習等であ

る。講義の初回には受講生の ICT 技能の現状把握の

ための確認問題、最終回には学習成果をみるための

まとめの試験問題を実施する(2)(3)(4)(5)。 
講義は基本的にE-Learning SystemのWebClassを用

い、提示された資料を参照しつつ指示された作業や

課題を実習する形式で進行する。毎回、複数の必修

課題、及びすでにある程度習熟している者のための

応用課題が用意されており、学生は課題を実習した

後に WebClass のレポート提出機能により提出を行

う。 
今回のレポート内容評価分析支援システムの対象

とする課題は、本講義の前半で実施する表計算ソフ

トウエア（Excelを使用）に関するものである。具体

的には、基本的な表のデータ入力と数式（四則演算

及び関数）、ソート、オートフィルタによるデータ抽

出とグラフ化といった課題のレポートを処理対象と

した。 
 

3. 内容評価分析支援システムの概要 
表計算ソフトウエア Excel で作成されたレポート

を自動的に分析するためのシステムを構築するため

には、何らかの方法で Excel の書類を解析するため

の手段が必要である。今回は、Web サービスの処理

によく用いられるプログラミング言語の一つである

PHP言語で利用可能な、PHPExcel(6)(7)というライブラ

リを使用してシステムを構築した。PHP 言語を用い

ているので、本システムはFreeBSD/Windows等、PHP
が動作する OS であればどの環境でも基本的に動作

させることが可能である。 
PHPExcel ライブラリを用いることにより、Excel

ファイル（.xls/.xlsx）を読み込み、セル座標を指定し

てその内容（データ及び数式）や書式設定情報を得

ることができる。さらに、そのようなセル情報を加

工修正し、新たに Excel 形式で書き出すこともでき

る。また、グラフの操作（データ系列、各種タイト

ル、各軸等の情報の取得や設定等）も可能である。 
グラフを含まないレポートの場合、本システムの

基本的な動作は以下の通りである。 
・まず模範解答を作成しておき、全セルの情報をセ

ルの座標とともにテキストファイルとして抽出する。 
・抽出された模範解答データファイルから、判定用

テンプレートファイルを作成する。具体的には、課

題によってセルの数式などに複数の正答がある可能

性があるので、その場合には正規表現の形式でパタ

ーンを記載しておく。 
・レポートファイルを読み込み、判定用テンプレー

トファイルとパターンマッチングすることにより正

否を判定する。 
・判定結果及び数式等で目視確認が必要なセルの情

報を出力する。また、不正解のセルに対して背景色

を追加した書類の書き出しを行うことにより、自動

判定後の目視による再確認を支援する。 
グラフ作成のレポートについては、正否の自動判

定は未完成であり、現時点ではレポート評価の際の

見落としを防ぐ支援ツールとして、グラフ作成元デ

ータの一部および作成されたグラフの形式・各軸の

タイトル・横軸ラベル等の情報を抽出し一覧表とし

て出力するものとなっている。 
いずれの場合も、まだ一つのプログラムを汎用的

に使用できるようにはなっておらず、課題ごとに調

査対象セル等について、処理プログラムを調整・修

正を行う必要が残っている。 
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4. 実際のレポート課題への適用と評価 
本システムの開発/改良に加えて、レポート評価の

効率化を図ることも目的とし、すでに実際に本年度

の講義で提出されたレポートに対して内容評価分析

支援システムの利用を開始している。以下で、いく

つかのレポート課題について適用した例とその評価

を述べる。 
 

4.1 並べ替え 
一行 1 セットのデータについて、ある列をキーとし

て並べ替える課題である。具体的には、ある 5 年間の

日本の都道府県の人口データについて、特定の年をキ

ーとした並べ替えを行う。また、表を見やすくするた

めの表示固定もチェックポイントの一つとしている。 
この課題は基本的にデータの比較のみで判定可能な

ため、テンプレートファイルにおいてパターンマッチ

ングは使用しなかった。また、表示固定セル座標の抽

出も処理プログラムに追加した。 
実際の判定結果出力表および、誤答を含む回答例を

図 1 に示す。本課題ではデータの一致を検出するだけ

で確実に判定可能なはずであったが、課題のデータ中

に同一値を含むものがあったため、並べ替えの際にソ

ートキーが同一値の行が入れ替わっていた部分が誤答

として検出されてしまった。これに対処するためには、

問題設定の際に県名をレベル 2 のキーとして追加指定

するなどの対策が必要である。  
 
4.2 表のデータ入力と数式 
表計算ソフトウエアの実習の初期に、表のセルへの

データ入力の練習を兼ねて、都道府県の人口のデータ

表の入力と、数式（四則演算及び関数）の入力を行う

課題である。県ごとの合計・平均や年度ごとの合計の

式に複数の正答パターンが想定されるため、一部パタ

ーンマッチングを用いたテンプレートを作成した。 
四則演算のみを使用した式を用いて計算する課題に

おける実際のテンプレート、判定結果出力表、および

誤答を含む回答例を図2に示す。 
この課題も基本的に、学生が見本通りにさえ入力し

ていれば、それほど問題なくパターンマッチングによ

り成否判定が可能であった。一部、想定外の数式入力

（全体をかっこで挟む、セル座標が順不同）のものが

あり不正解判定となったものがあった。 
 
4.3 フィルタによるデータ抽出とグラフ作成 
文部科学省が公表している、全国体力測定調査結果

のデータをサンプルデータとし、その表からオートフ

ィルタを用いて任意の区分（体力調査の種目）を抽出、

必要な部分のみを別ファイルにコピーしてグラフ化す

るという課題である。グラフ化の際には折れ線グラフ

を用い、必ずグラフ及び縦横軸タイトルを設定、横軸

のラベルには正しく年齢を設定するようにとの指示を

行っているので、それらの設定状況を抽出し一覧表化

することによって、目視による課題チェックの支援を

おこなうシステムを構築した。図 3 に、判定結果出力

表、及び誤答のグラフの例を示す。 

従来はチェックポイントを全て目視確認で行ってい

たため、多大な手間を要し見落としも発生しがちであ

ったが、本支援システムの導入により主な評価ポイン

トの自動チェックが可能となり、目視チェックは自動

チェックでピックアップされた問題点候補の確認だけ

でほぼ済むようになったため、かなり有効であった。 
現時点での自動チェックの問題点として、いくつか

のグラフ情報の抽出がうまく行われず未入力扱いにな

ってしまうことがあるので、PHPExcel ライブラリによ

る情報抽出についてもう少し精査する必要がある。  
 
4.4 今後の課題 
今回例示した課題の場合、並べ替えや見本の表の再

現など、基本的にチェック対象となる表のデータの変

化が少なく、簡単なパターンマッチを用いたテンプレ

ートによりある程度正確に判定を行うことができた。

しかしながら、本講義の応用問題では、大きな表から

データを各自の自由選択によって抽出し、計算処理を

行った上でグラフ化するといった、今回示したような

単純なテンプレートパターンマッチング処理が難しい

と思われる問題もある。これらに対処するためには、

回答用のひな形ファイルを用意し、抽出や計算のため

の領域を指定して処理セル範囲を限定することによっ

て対応できないか検討中である。 
 

5. おわりに 
本稿では、表計算ソフトウエア実習のレポート内容

をある程度自動的に分析し教員のレポートの評価を支

援するためのシステムの構築、および実際の利用状況

について述べた。現状のシステムでも、限定された状

況の課題によってはかなり有効に利用することができ

ているが、もっと自由度の大きい課題に対処するため

には、自動処理しやすいような課題の問題設定も含め

てさらなるシステムの改良が必要である。 
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(a) 判定結果表                (b)誤答例（県名を含めず並べ替え）  

 
図1 「並べ替え」課題の判定処理例 

 

 
(a) 判定用テンプレート 

（この課題は、練習のためわざと関数を使用せず四則演算のみの式を用いるように指示している） 
 

  
     (b) 判定結果表（誤りを検出したレポートのみを表示）    (c)誤答を含むレポート例（黄色のセルが誤答） 

 
図2 「表のデータ入力と数式」課題の判定処理例 
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(a) 判定結果表（誤答を含むレポートのみ表示） 

 

 
(b) 誤答レポートの例（横軸ラベルが不正，正しくは6～19歳でないといけない） 

 
図3 「フィルタによるデータ抽出とグラフ作成」課題の判定処理例 
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